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いのちとくらしを守れ！住民本位の新しい社会を！　

本日、私たちは「いのちとくらしを守る」ために、この集会に集まりました。

自公政権の新自由主義政策による社会保障改悪、消費税増税、労働規制の緩和などで、格差と貧困が広がっています。また、長引く新型コロナウイルスの感染拡大や政府の無為無策、アベノミクスによる異常な金融緩和などによる物価高騰は、住民のいのちやくらし、営業の存続を脅かしています。

こうした中、岸田自公政権は、憲法違反の「相手国を殲滅させる能力」の保有をはじめ、軍事費を2倍に大軍拡することを決め、その財源に、国民の増税や社会保障費などの削減を検討しています。さらに、新自由主義政策の推進を主張する日本維新の会とともに、平和憲法の改悪も狙っています。
2023年度も社会保障費を抑制し、健康保険証を廃止などでマイナンバーカードを普及し、膨大な国民の情報を国や民間にも利活用させ、「監視社会」を作ろうとしています。まさに、戦争国家総動員体制づくりです。
また、鈴木道政は、国のいいなりで、道民の切実な要求に応えていません。
本日は、岸田自公政権や鈴木道政の下で、いのちとくらしが脅かされている青年、中小業者、労働者、高齢者、生活保護利用者の実態が報告され、いのちとくらしを守ろうと声をあげているとりくみが発言されました。

住民のいのちとくらしを守るために、新型コロナウイルス感染症対策や物価高騰対策は待ったなしです。いまこそ、国民・道民本位の予算や政策、政治が求められます。
総決起集会に集まった私たちは、悪政をストップさせ、いのちとくらしを守る運動をいっそう強めることを確認しあいました。それぞれの分野の仲間たちと団結してたたかいましょう。また、間近に迫った統一地方選挙で、市民と野党の共同で、憲法に基づいたいのちとくらしを守る新しい政治を作りましょう！
２０２３年２月１８日　　第１2回いのちとくらしを守れ！北海道総決起集会　参加者一同
